
































 

はじめに 

 広島県では,昭和52年度から1.5歳児健診を開始したが,実施市町村数は少な

く,本格的な実施は,昭和 53 年度からである。それでこの健診をいかに少ない機

関,マンパワーの中で効率的に行えるかを検討するため,因島市をモデル事業地

区とし,様々な角度から検討を加えた。因島市を選んだのは,広島県において,

保健医療の面からみてほぼ平均的な都市であり島であることから,特殊なもの

を除いて医療が地区内で完結し,関係機関の協力や健診後の fo11ow-up もし易

いと考えたからである。 


